
一
は
じ
め
に

情
報
化
を
、
例
え
ば
、
情
報
を
利
用
す
る
た
め
の
環
境
と
能
力
の

整
備
と
定
義
し
、
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
そ
の
展
開
の
中
で
学
生
支

援
を
捉
え
て
み
る
と
、
狭
義
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
就
職
支
援
、
奨

学
金
、
学
生
健
康
管
理
の
み
な
ら
ず
、
学
籍
、
履
修
管
理
と
い
っ
た

p
a
ra
ed
u
ca
tio
n
a
lな
部
分
の
支
援
へ
と
、
対
象
範
囲
が
拡
大
し
て

き
て
い
る
と
言
え
る
。

（
１
）

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本
学
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｎ
Ｃ
）
か
ら
の
資
料
提
供
に
基
づ
い
て
、

（
２
）

本

学
が
こ
の
二
〇
年
以
上
試
み
て
き
た
情
報
化
の
展
開
を
概
観
し
、
そ

の
上
で
実
現
さ
れ
た
学
生
支
援
の
現
状
を
紹
介
し
て
、
今
後
の
展
望

を
試
み
た
い
。

二
情
報
化
の
展
開

筆
者
が
本
学
学
部
学
生
で
あ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
、

穿
孔
機
を
利
用
し
た
パ
ン
チ
カ
ー
ド
入
力
形
式
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
活
用
と
そ
の
講
義
が
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
八
〇
年
に

IB
M
4341

が
導
入
さ
れ
、
本
学
の
情
報
化
が
本
格
始
動
し
た
。
本

学
で
の
そ
の
後
の
情
報
化
は
、
一
九
九
七
年
度
以
前
、
一
九
九
七
―

二
〇
〇
五
年
度
の
第
一
期
情
報
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
及
び
二
〇
〇

六
―
二
〇
一
四
年
度
の
第
二
期
情
報
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
こ
れ
ら
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情
報
化
と
学
生
支
援
―
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
展
開
と
展
望

縣
公
一
郎

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授

（
）

日
本
学
生
支
援
機
構
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官



九
八
年
に
は
、
こ
の
新
入
生
へ
の
メ
ー
ル
Ｉ
Ｄ
一
括
発
行
を
大
学
院

に
拡
張
し
、
全
学
生
メ
ー
ル
Ｉ
Ｄ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

保
持
の
基
礎
を
醸
成
す
る
と
同
時
に
、
教
員
も
Ｐ
Ｃ
一
人
一
台
環
境

を
実
現
し
、
教
員
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

九
九
年
に
は
、
オ
ン
デ
ィ
マ
ン
ド
型
講
義
の
原
型
が
試
行
さ
れ
る
と

共
に
、
職
員
事
務
Ｐ
Ｃ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
、
Ｏ
Ｗ
Ｓ

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
併
用
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。
ま
た
、
二
〇

〇
一
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
Ｍ
Ｎ
Ｃ
が
実
施
し
て
き
た
本
学
構
成
員
全

体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
部
署
が
、
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
独
立
・
拡
充
さ

れ
、
つ
い
に
〇
二
年
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
た
W
a
sed
a
-N
etポ
ー
タ
ル
が
稼
動
し
、

教
職
員
と
学
生
全
員
に
共
通
し
た
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
確
立

を
見
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
年
に
は
、
W
a
sed
a
-N
etポ
ー
タ
ル
に

よ
る
科
目
登
録
が
開
始
さ
れ
、
試
行
錯
誤
の
結
果
、
〇
五
年
に
は
登

録
業
務
が
成
功
し
、
加
え
て
こ
の
間
、
〇
三
年
に
オ
ン
デ
ィ
マ
ン
ド

講
義
に
よ
る
遠
隔
教
育
だ
け
で
卒
業
で
き
る
人
間
科
学
部
通
信
教
育

課
程
が
発
足
し
た
。

こ
の
時
期
で
は
、
九
七
年
に
Ｉ
Ｄ
一
括
発
行
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ

ミ
ナ
ー
が
新
入
生
全
員
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、
学
生
の
リ
テ
ラ
シ
ー

が
従
来
以
上
に
確
実
な
も
の
と
な
っ
た
点
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
〇

二
年
に
W
a
sed
a
-N
etポ
ー
タ
ル
が
確
立
さ
れ
た
点
が
、
一
つ
の
エ

ポ
ッ
ク
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
学
生

と
の
、
ま
た
学
生
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
確
実
と
な
り
、
そ

れ
を
通
じ
た
学
生
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
い
う
、
好

循
環
が
発
生
し
た
。
丁
度
こ
の
第
一
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
で
の
情
報
化

進
展
を
、
学
内
設
置
Ｐ
Ｃ
の
台
数
と
関
連
共
通
端
末
室
の
整
備
の
観

点
か
ら
示
し
た
も
の
が
、
表
１
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
に
一
万
四
〇

〇
〇
台
強
で
あ
っ
た
端
末
数
が
、
二
〇
〇
五
年
に
は
ほ
ぼ
倍
の
二
万

八
〇
〇
〇
弱
へ
と
発
展
し
た
点
が
、
象
徴
的
で
あ
る
。

（
三
）
第
二
期
情
報
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
〇
〇
六
―
二
〇
一
四

年
度
）

こ
の
第
二
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
W
o
rld
-C
la
ss
U
n
iv
ersity

を

目
指
し
て
」
と
の
標
題
の
下
、
や
は
り
三
年
毎
の
実
施
計
画
ベ
ー
ス

で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安

心
し
て
学
べ
る
環
境
の
提

供
、

社
会
と
連

携
し
た
多

様
な
教
育

研
究
の
提

供
、
そ
し
て
世

界
レ
ベ
ル
の
教
育

研

究
の
提

供
が
、

各
実
施
計
画
の
具
体
的
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
現

在

は
第
一

次
実
施
計
画
期
間
に
当
た
る
が
、
ま
ず
〇

六
年
に
は
、
早
稲

田
ポ
ー
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
、
従
来
の
Ｉ

Ｔ
セ
ン
タ
ー
機

能
に
加

え
、
全
学

提
供
科
目
の
履

修
支

援
機

能
を
持
た
せ
て
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
強
化
・
拡
充
し
た
。
そ
し
て
、
〇
七
年
に
は
、
後
述
す
る

C
o
u
rse
N
@
v
iが
稼
動
し
、
学
生
の
学
修
環
境
が
一
層
整
備
さ
れ
た
。
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三
期
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）

（
一
）
一
九
九
七
年
度
以
前

こ
の
草
創
期
で
は
、
八
二
年
に
大
学
全
般
に
関
わ
る
事
務
シ
ス
テ

ム
の
確
立
に
着
手
し
、
八
三
年
に
は
、
五
九
年
に
設
置
さ
れ
電
子
計

算
室
と
そ
れ
ま
で
称
し
て
い
た
学
内
担
当
部
署
を
、
情
報
科
学
研
究

教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
拡
大
改
編
し
た
。
八
六
年
に
全
学
部
・
大
学

院
で
の
学
籍
・
履
修
の
シ
ス
テ
ム
処
理
が
始
ま
り
、
同
年
、
一
般
的

E
-m
a
ilの

先
駆
け
で
あ
る
B
IT
N
E
T
に
加
入
、
大
学
を

母
体
と
し
た

メ
ー
ル
の
利
用
が
教
員
の
間
で
可
能
と
な
り
、
八
七
年
に
は
、
事
務

シ
ス
テ
ム
の
一
翼
で
あ
る
教
務
事
務
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
。
八

八
年
に
は
、
B
IT
N
E
T
か
ら

J
U
N
E
T
へ

移
行
し
、
九
〇
年
に
は
、

も
う
一
翼
で
あ
る
法
人
事
務
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
見
て
、
事
務
シ
ス

テ
ム
全
体
が
完
成
し
た
。
更
に
、
九
四
年
に
は
、
職
員
の
Ｐ
Ｃ
環
境

は
、
一
人
一
台
が
実
現
し
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
Ｏ
Ｗ
Ｓ
）

と
い
う
大
学
事
務
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
導
入
さ
れ
た
。
九
五

年
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
て
、
学
生
教

職
員
全
て
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
配
布
可
能
と
な
り
、
ダ
イ
ア
ル
ア
ッ

プ
な
が
ら
も
、
本
学
構
成
員
全
員
が
、
希
望
し
さ
え
す
れ
ば
、
本
学

ベ
ー
ス
で

E
-m
a
ilを
利
用
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
九
六
年
に
は
、
担
当
部
署
を
Ｍ
Ｎ
Ｃ
と
し
て
拡
大
改
編
す
る
と

共
に
、
全
学
部
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
設

置
さ
れ
た
端
末
は
合
計
一
五
〇
〇
台
を
数
え
た
。

こ
の
時
期
で
は
、
八

六
年
に

B
IT
N
E
T
に
加
入
し
て
メ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
を
始
動
さ
せ
た
点
と
、
九
五
年
に
学
生
を
含
め
て
構
成
員
全

員
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
配
布
可
能
と
な
っ
た
点
、
そ
し
て
担
当
部

署
が
現
在
の
Ｍ
Ｎ
Ｃ
と
し
て
確
立
さ
れ
た
点
が
、
画
期
的
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
の
個
人
的
経
験
で
は
、
九
二
年
頃
か
ら
学
部

ゼ
ミ
学
生
に
Ｐ
Ｃ
利
用
に
よ
る
ゼ
ミ
論
作
成
指
導
を
行
っ
て
い
た
が
、

九
五
年
の
ア
ド
レ
ス
配
布
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
利
用
へ
の
学
生
の
自
覚
が

高
ま
っ
た
こ
と
を
明
確
に
記
憶
し
て
い
る
。

（
二
）
第
一
期
情
報
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
九
九
七
―
二
〇
〇
五

年
度
）

九
五
年
に

策
定

完
了
し
た
第
一
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
二
一

世
紀

世
界
の
構
築
と
貢
献
を
目
指
し
て
」
の
標
題
の
下
、
三
年
毎
の
実
施

計
画
に
具
体
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
教
育
・
研
究
ス
タ
イ
ル
の
変
革
、
及
び
グ
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
標
に

掲
げ
た
。

（
４
）

九
七
年
に
W
a
sed
a
-N
et

メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
、
当
該
年
度
の
学
部
新
入
生
か
ら
、
全

員
に
メ
ー
ル
Ｉ
Ｄ
を
発
行
し
、
全
員
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
、
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
本
格
化
し
た
。
更
に
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ろ
う
。
授
業
の
項
目
で
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
授
業
支
援
、
履
修

準
備
、
進
級
・
卒
業
、
授
業
評
価
、
証
明
書
、
研
究
情
報
、
研
究
管

理
の
七
項
目
で
あ
る
。
授
業
支
援
で
は
、
後
述
の
C
o
u
rse
N
@
v
i

へ
の
リ
ン
ク
の
他
、
遠
隔
教
育
関
連
が
主
で
あ
り
、
履
修
準
備
で
は
、

授
業
登
録
、
休
講
・
補
講
掲
示
、
個
別
指
導
予
約
、
教
職
等
資
格
に

繋
が
る
。
進
級
・
卒
業
で
は
、
成
績
照
会
が
可
能
で
あ
り
、
証
明
書

で
は
、
別
途
各
校
舎
に
設
置
さ
れ
た
発
行
機
に
関
す
る
情
報
が
摂
取

で
き
る
。
授
業
評
価
は
、
こ
の
項
目
か
ら
各
履
修
科
目
の
評
価
を
特

定
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
従
っ
て
行
い
、
結
果
も
閲
覧
で
き
る
。
ま
た
、

研
究
情
報
と
研
究
管
理
で
は
、
関
連
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る

情
報
が
得
ら
れ
る
。
な
お
、
ロ
グ
イ
ン
し
た
段
階
で
、
当
該
学
生
が

誰
で
あ
る
か
確
認
で
き
る
た
め
、
本
人
に
関
連
す
る
情
報
は
本
人
に

し
か
分
か
り
得
な
い
の
と
同
時
に
、
一
般
的
情
報
は
一
覧
形
式
で
提

示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
学
生
個
々
の
必
要
に
応
じ
た
情
報
支
援

が
行
わ
れ
て
い
る
。

次
に
学
生
生
活
で
は
、
入
学
試
験
監
督
員
募
集
、
学
生
生
活
支
援
、

学
生
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
広
報
・
公
聴
、
奨
学
金
、
学
費
、
環
境
、

安
全
・
衛
生
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
九
項
目
が
あ
る
。
こ
の
内
本

稿
で
特
筆
す
べ
き
は
、
ま
ず
学
生
生
活
支
援
だ
ろ
う
。
学
生
部
の
担

当
領
域
と
直
結
し
て
、
学
生
生
活
一
一
〇
番
と
い
う
相
談
窓
口
に
始

ま
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
情
報
、
学
生
寮
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
学
生
健
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出典：https://www.wnp.waseda.jp/portal/portal.php

図１ Waseda-Netポータル学生用画面 以
上
三
期
を
小
括
す
れ
ば
、
端
末
機
器
の
拡
充
が
象
徴
す
る
よ
う

に
、
イ
ン
フ
ラ
充
実
を
漸
進
さ
せ
つ
つ
、
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
を

契
機
と
し
な
が
ら
、
学
生
・
教
職
員
全
員
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
確
立
に
至
り
、
関
連
事
務
部
署
の
改
編
に
合
わ
せ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
る
、
と
い
う
意
味
で
、
本
学
の
情
報

化
は
、
過
去
二
〇
年
以
上
に
亘
り
確
実
に
進
展
し
て
き
た
、
と
言
え

よ
う
。
こ
う
し
た
情
報
化
展
開
の
中
で
醸
成
さ
れ
、
今
日
一
定
の
水

準
に
達
し
た
と
思
わ
れ
る
学
生
支
援
の
現
状
を
、
次
節
で
紹
介
し
た

い
。

三
学
生
支
援
の
現
状

（
一
）
W
a
sed
a
-N
etポ
ー
タ
ル

W
a
sed

a
-N
etポ
ー

タ
ル
は
、
本
学
構
成
員
全
員
に

対
す
る
情
報

支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
学
生
、
職
員
、
教
員
と
い
う
立
場
毎
に
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
計
が
、
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
図
１
は
、

学
生
用
の
も
の
で
あ
る
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
Ｉ
Ｄ
と
し
て
、
特
定

の
サ
イ
ト
か

（
５
）

ら
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
こ
の
画
面
に
到
達
す
る
。

左
側
の
八
本
の
ラ
イ
ン
が
、
支
援
項
目
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
で

特
に
重
要
と
な
る
の
は
、
授
業
、
学
生
生
活
、
国
際
交
流
・
留
学
、

キ
ャ
リ

ア
コ
ン

パ
ス
、

P
ro

file、
及

び
シ
ス
テ
ム
・
サ
ー

ビ
ス
だ
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表１ 学内設置PC台数と関連端末教室

年度 教員用 学生用 WINE端末 事務用 研究室用
主な学部共通端末室

整備状況

1997 700 2,203 378 1,302 9,738西早稲田･戸山キャンパス端末増強

1998 1,624 2,934 383 1,340 9,82814号館･22号館竣工

1999 1,624 3,210 402 1,382 10,37236号館竣工

2000 1,624 3,249 409 1,387 12,874

2001 1,624 3,509 417 1,428 13,289新学生会館竣工

2002 1,624 3,604 421 1,498 15,382

2003 1,624 3,984 480 1,580 16,382
北九州キャンパス 開設

川口芸術学校 開設

2004 1,624 4,293 513 1,655 18,480

本庄リサーチパーク 開設

日本橋キャンパス 開設

国際教養学部端末室 設置

法務研究科端末室 設置

2005 1,660 4,933 524 1,701 18,830
８号館竣工

会計研端末室 設置

出典：資料４ スライド４から引用。



と
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
C
o
u
rse
N
@
v
iを
利
用
す
れ
ば
、
教
場

に
お
け
る
リ
ア
ル
な
講
義
の
場
合
で
も
、
時
空
を
越
え
て
情
報
交
換

が
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
、
図
２
の
画
面
左
側
の
七
本
の
ラ
イ
ン
が
示
す
と
お
り
、

ま
ず
、
履
修
し
て
い
る
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
の
提
示
、
履
修
科
目
の
授

業
評
価
の
実
施
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
O
ic
と
は
、
O
n
-

d
em
a
n
d
in
tern
et
cla
ssの
略
称
で
あ
り
、
遠
隔
教
育
科
目
を

（
６
）

登

録
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
こ
か
ら
受
講
画
面
に
移
動
で
き
る
。

T
u
to
ria
l
S
iteか

ら
は
、
〇
二
年
に
開
始
さ
れ
た
学
生
四
名
一
組

で
一
名
の
語
学
教
員
か
ら
指
導
を
受
け
る
テ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
講
義
に

関
し
て
、
情
報
が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
未
受
講
・
未
提
出
一
覧
か

ら
は
、
学
修
履
歴
の
確
認
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
C
o
u
rse
N
@
v
iは
、
各
学
生
の
学
修
を
根
底
か

ら
支
援
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
利
用
の
仕

方
次
第
で
、
教
育
内
容
の
構
築
・
理
解
・
活
用
の
水
準
が
、
飛
躍
的

に
向
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

四
今
後
の
展
望 （
７
）

本
学
に
お
け
る
情
報
化
の
枠
内
で
の
学
生
支
援
は
、
W
a
sed
a
-

N
etポ
ー
タ
ル
と
C
o
u
rse
N
@
v
iの
組
合
せ
を
中
心
に
今
後
展
開
さ
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出典：https://cnavi.waseda.jp/flash.php

図２ CourseN@vi学生用画面
保
、
サ
ー
ク
ル
活
動
一
般
と
教
室
利
用
及
び
補
助
金
申
請
、
学
費
案

内
、
大
学
の
環
境
・
安
全
衛
生
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
政
策
等
に
関

す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
。
特
に
興
味
深
い
の
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
学
生
生
活
調
査
で
回
答
を
画
面
か
ら
直
接
入
力
で
き
、

そ
の
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
点
、
加
え
て
、
奨
学
金
に
関
し

て
、
日
本
学
生
支
援
機
構
を
含
め
た
一
般
情
報
を
見
た
上
で
、
申
請

フ
ォ
ー
ム
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
点
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
国
際
交

流
・
留
学
で
は
、
四
〇
〇
校
を
超
え
る
交
換
留
学
協
定
を
背
景
と
し

な
が
ら
、
多
様
な
留
学
方
式
と
選
考
に
関
す
る
情
報
の
摂
取
を
は
じ

め
と
し
て
、
こ
こ
で
も
選
考
申
請
フ
ォ
ー
ム
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可

能
で
あ
り
、
留
学
決
定
後
の
準
備
、
及
び
留
学
帰
国
後
の
ケ
ア
等
が

為
さ
れ
る
。

そ
し
て
上
記
を
利
用
し
た
学
生
生
活
を
経
て
、
進
路
を
選
択
す
る

段
階
に
及
べ
ば
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
パ
ス
で
は
、
進
路
希
望
登
録
の
上

で
、
求
人
情
報
が
入
力
ベ
ー
ス
で
摂
取
可
能
で
あ
り
、
関
連
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
Ｏ
Ｇ
／
Ｏ
Ｂ
体
験
記
等
が
閲
覧
で
き
る
上
に
、
最
終
的
に

決
定
し
た
際
の
進
路
報
告
を
入
力
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
W
a
sed
a
-N
etポ
ー
タ
ル
利
用
の

前
提
と
し
て
、

P
ro

file

に
お
い
て
、
学
生
個
人
の
基
本
情
報
の
入
力
と
変
更
、
そ
し
て
暗
証

番
号
の
管
理
が
行
わ
れ
る
と
共
に
、
シ
ス
テ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

学
生
が
設
定
す
る
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
管
理
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
、
情
報
倫
理
情
報
の
提
供
と
情
報
倫
理
テ
ス
ト
の
実
施
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
セ
ミ
ナ
ー
情
報
提
供
等
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

図
１
が
示
す
通
り
、
毎
日
の
学
内
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
示
さ
れ
る
と
共
に
、

P
o
rta
l利
用
に
必
要
な
ガ
イ
ド
情
報
が
摂
取
で
き
る
。

以
上
、
学
生
生
活
の
多
く
の
部
分
を
支
援
す
る
W
a
sed
a
-N
etポ
ー

タ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
本
学
学
生
と
し
て
は
い
ま
や
必
須
の
能

力
で
あ
り
、
こ
れ
を
使
い
こ
な
す
こ
と
で
、
さ
ら
に
リ
テ
ラ
シ
ー
の

向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
、
と
解
釈
し
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
）
C
o
u
rse
N
@
v
i

W
a
sed
a
-N
etポ
ー
タ
ル
の
授
業
の
項
目
か
ら
の
リ
ン
ク
だ
け
で
、

C
o
u
rse
N
@
v
iに

到
達
で
き
る
。
こ
こ
で
も
、

や
は
り
学
生
、

職

員
、
教
員
に
よ
っ
て
、
マ
ス
ク
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
図
２
は
、
学

生
用
画
面
で
あ
る
。
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
本
人
が
当
該
学
期
に
登
録

し
て
い
る
科
目
一
覧
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
過
去
の
履
修
科
目
や
登
録

し
た
が
未
開
講
の
科
目
も
示
さ
れ
、
本
人
の
履
修
状
況
が
瞭
然
と
な

る
。
こ
の
画
面
か
ら
は
、
各
科
目
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

最
新
関
連
情
報
が
摂
取
で
き
る
。
こ
こ
で
の
内
容
の
広
が
り
は
、
担

当
教
員
の
設
計
次
第
で
あ
る
が
、
最
大
限
で
、
当
該
科
目
に
関
し
て
、

資
料
コ
ン
テ
ン
ト
の
提
示
、
小
テ
ス
ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・
Ｂ
Ｂ
Ｓ
に

よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
、
及
び
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
可
能
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/
/
w
w
w
.w
n
z.w
a
sed
a
.jp
/
sy
lla
b
u
s
/
ep
j3011.h

tm
?
p
L
n
g
=
jp

を
、
ま
た
学
修
の
た
め
の
情
報
収
集
で
あ
る
図
書
館
関
連
に
つ
い
て

は
、
h
ttp
:/
/
w
w
w
.w
u
l.w
a
sed
a
.a
c.jp
/
in
d
ex
-j.h
tm
lを
、
そ

れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
特
に
、
同
セ
ン
タ
ー
大
西
正
泰
氏
の
協
力
に
与
っ
た
。
お
名
前
を

記
し
、
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
３
）
資
料
２
、
八
―
一
五
頁
、
及
び
資
料
３
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
。

（
４
）
資
料
１
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）
h
ttp
:/
/
w
w
w
.w
a
sed
a
.jp
/
jp
/
v
isito

r/
stu
d
en
ts/
in
d
ex
.h
tm
l

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）
本
学
の
遠
隔
教
育
全
般
に
関
し
て
は
、
h
ttp
:/
/
w
w
w
.w
a
sed
a
.

jp
/
d
lc/
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
資
料
２
、
一
六
―
二
一
頁
、
及
び
資
料
４
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
。
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れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
基
盤
と
し
て
、
情
報
資
産
の
機
密
性
・

完
全
性
・
可
用
性
を
保
障
す
る
ル
ー
ル
・
モ
デ
ル
の
確
立
や
、
情
報

イ
ン
フ
ラ
の
一
層
の
整
備
、
支
援
･管
理
体
制
の
充
実
と
い
う
点
で
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
の
提
供
が
、
第
一
の
目
標
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
例
え
ば
、
学
生
個
々
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
や

関
心
領
域
を
入
力
し
て
示
さ
れ
る
推
薦
科
目
を
一
覧
に
し
、
各
人
の

目
標
設
定
に
応
じ
た
履
修
科
目
選
択
を
可
能
に
し
た
り
、
各
学
生
の

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
生
活
全
般
を
一
元
的
に
記
録
し
、
各
人
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
学
修
を
長
期
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
り
す
る
等
、
学
修
全
般
を
包
括
し
た
支
援
シ
ス
テ
ム
の
確
立

が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
途
上
で
は
、
利
用
す
る
学
生
に
対
し
て
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
、
資
格
取
得
や
実
務
能
力
認
定
に
直
結
し

た
情
報
教
育
等
、
情
報
教
育
全
般
の
拡
充
と
、
情
報
化
関
連
の
後
方

支
援
シ
ス
テ
ム
の
充
実
が
図
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
情
報
化
と
の
関
連
で
本
学
の
学
生
支
援
を
見
る
と
、

W
a
sed
a
-N
etポ
ー
タ
ル
と
C
o
u
rse
N
@
v
iの
確
立
に
よ
っ
て
、
学

生
支
援
は
学
修
全
般
と
密
接
不
可
分
の
関
係
と
な
っ
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
今
後
は
、
個
々
の
学
生
支
援
内
容
の
充
実
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
る
W
a
sed
a
-N
etポ
ー
タ
ル
の
上
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー

ビ
ス
と
し
て
学
生
に
実
感
さ
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

そ
の
結
果
、
学
生
個
々
は
、
学
修
と
そ
の
他
の
学
生
生
活
に
お
い

て
、

常
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
W
a
sed
a
-N
etポ
ー
タ
ル

を
活
用
し
、
個
別
的
な
問
題
を
克
服
し
つ
つ
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
設

計
を
総
合
的
に
行
え
る
日
が
来
る
。
こ
れ
は
、
学
生
個
々
の
人
格
形

成
に
資
す
る
の
み
な
ら
ず
、
本
学
に
お
け
る
全
般
的
教
育
効
果
の
向

上
を
招
き
、
ひ
い
て
は
、
日
本
社
会
へ
の
有
為
な
人
材
の
更
な
る
輩

出
を
意
味
し
よ
う
。
情
報
化
と
学
生
支
援
の
結
び
つ
き
は
、
こ
う
し

た
意
味
で
、
大
学
に
よ
る
社
会
貢
献
の
更
な
る
水
準
向
上
に
繋
が
る

こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。
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（
１
）
学
修
内
容
そ
の
も
の
に
関
わ
る
教
育
支
援
と
し
て
は
、
シ
ラ
バ
ス
h
ttp
s:
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